














結語 

これまで小児期 IgA腎症の報告は少なく,成人期のものに比し,病態の解明も不充分である

。今後,班員の共同研究により,本症の自然経過，増悪因子,予後因子,成人期への連続性の

可能性を明らかにし,治療法も検討してゆく予定である。 


